






















として川中美知太郎監訳のものが出版されているが、制訳作業におし、て参考   





この翻訳の意図は、第一に、Eパーカーのアリストテレス 折政テ合判 の翻  
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5＝ アリストテレス 打払群判  
のである。この統治の二重性の観点は、アリストテレス政治学の枢要点であ  
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6 ノモス（法110mOS） ノモスとは、もともと法、牧草地、貨幣、復讐と  
いう言葉に関連を持った、境を定める、配分するというラディカルセンスを  
持つ言葉であった。またノモスは、立法によって制定される法律というより、  
111▲くからイ云わる法的規範である点で、ラテン語の1ex とも異なる。  
7 フユシス（自然本性physis） この語もまた翻訳不能の語であり、ア1）  
ストテレスもまた多義的に使用しているが、しかしこの言葉につい てのラデ  
ィカルセンスを、アリストテレスn身が『形而＿上学』第正一巻の中で明確にし  
ている。「第一の、最も主安な意味でのフェンスは、それぞれの事物の中にそ  
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（団 コイノーーニア（アソシエーション）の特質について、バーーカーは、  






















t’♂0〟ど了 〟αJ言古（わズ方rJリレ亡入♂言‘レ〟α言 動α扉レ仁ル”  
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なるからである。   
こうして、「1常生活のために、日然本性に即して組織された共同的結合体  
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スか述べているのはまさにこの点である。すなわち、   
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開 法（5（卜2）504  
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／二，   
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次の注を加えている   
「奴隷は、結局、制作的（生塵的）事柄には関与しないのである。ア  
リストテレスは、二l二場奴隷、ブランチインョン奴隷についてではなく、  
J6   






























J7   
































J．ヾ   
岡 法（5∩、2）496   
いうのは、肉体による生活必需ぶに関する奉仕が、この両者、すなわち奴隷  























れた者は、征服者のものと主張する法18）が、一種の取り決め（ホモロギア）と 元  
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ニ）り   
開 法（502）494  
らである。それは、良き生れと自卜剛二は、絶対的にそうであるものと、そう  
でないものとがある、と考えているからである。   
たとえば、テオデクテスのへレネが、   
神々の血すじの両親から生まれし妾を、   
誰が敢えて下婦と呼びえよう20）。  
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「アテナイの政治指導黄リュクルゴスによって、 B．C．三三○年ごろ提  
出された法律は、戦争によって捕らえられた自由人を奴隷として買うこ  
22   
榊 法（5（ト2）492  
とを、アテナイ人に禁止した。アリストテレスはこの法律を念豆引こおい  
ていたかも知れない。」   
（B4）奴隷と奴隷主の聞に成立しうる愛惜について、パーカーは次の  
ような注を加えている。  
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は議論のあるところである。すなわち、もしも金銭や財産がどこから得られ 元  
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れに従った営みをするのである。   
さて、このような財は、明らかに、あらゆるものに対して、それらのもの  
が生み出される時にも、またそれらが完全に成長するまで、自然そのものに  
ニ宥   






























導者の用いる道具の総量であるから。   
こうして、家1故に携る老や市民的政治に携る省にも、その自然本性から見  
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七 第九草  
しかしながら、財産獲得術（クテーティケー）には別の種類のものがあっ  
て、人々はとくにそれを蓄財袖（クレマティスティケー）と呼んでいるが、  
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を飢餓によって城ほすようなものを冨であるというのは奇妙なことである。   
それゆえ人々は、これとは別の冨や別の蓄財術を求めるのであるが、この  
．■ブり   
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3．ヲ   
481アリストテレス『政治学』  
生まれる貨幣とLて生じるのである）。従ってこれは、蓄財のうちで自然にも  
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．ヲ6   
岡 法（5〔卜2）478  
の二つの章（八草、九章）と異なっている。そのある部分は追加である  
かもしれない。なぜならそれは、その文脈とまったく調和しないからで  
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ある。というのは、統治されることと統治することとは、椎顆の」て異なる 王  
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岡 法（50一2）474   




があるというべきであろう。l一】く、   


























4j   































42   
開 法（502）472   
選択的に行うための自分の思慮分別という点において不充分であるが、   
与えられた行為を行え、という主人の命令の合理的な性格を彼に理解さ   
せることはできる、というものである。しかしこの解答にもかかわらず、   
ある種の矛盾が残っている。」  
（B4）パーカーは、この一三章最後の文章について次のような注を加   
えている。   
「この章は、家政学economicsを扱う不完全な第一章と、様々な形式   
の政治学を取り扱う残りの章との間に、移行部分を作ろうとするもので   
ある。現在見られるような形でのこの文章は、後世の編集者の手による   
ものかもしれない。いずれにしても、第一巻から第二巻への滑らかな移   
行はない。この部分でなされている約束、すなわち婚姻と親子関係につ   
いては、後に論じられる、という約束に関しては、アリストテレスが自   
ら理想的な統治形態を要約している『政拾学』の最後の二巻において、   
このテーマについて若ニー・の言及かなされている。しかしその言及は、付   
随的にしか為されておらず、独立したテーマとしては扱われていない。」   
（B5）パーカーは、この章全体に対して、次のような注を加えている。  
「この章は、謎のようなところがある。家に関するこれらの問題が、   
家についての萬である第一巻で取車扱われるのは当然であろう。しかし   
第一三苧の初めの部分は、この巻の不可欠の部分として、夫と妻の関係、   
親と子の関係を取り扱うと明確に約束しているようにみえる。アリスト   
テレスのそのような意図にもかかわらず、なぜこれらの諸関係への論及   
が家政の部分から政治学の部分へと後回しにされるのか、は明確ではな   
い。他方、村については、第二章で言及された後は、どこかで論及され   
るであろうという期待を抱かせながら、考察の固から消えている。（しか   
しながら、地方の諸相、すなわちdemesはアテナイ人の生活の重要な部   
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471アリストテレぺ『政治う『  
る－〕）γど淀Jど揖丁んど〟£リ  













14）「川ミリ」7亡〝川汀0叩7ム〝万 →D汀α叩上〝？  
15）クノ・ソソスの迷1：ほ造ったとされる名l二▲ノ彼が造った彫個は脱が開き∴手足が動いた  
ので、逃げよらないように餓でLばってJ；かねばならなかった、といわれている〔  
16）ホメロス 上「イリアス』第】8准376  
17）「人間＿」品殉弛抑呵→DあもAoぐ  
18）亡’レク →Dど’り亭  




21）「瑞に」くふ亡J〉 →Dはそれを読まない。  
22）ビレモン『W’（』54（『闘技宵1ComicorunlAtticorumFragmentaed．Th，Kock，  
Schtitrtimpf．）  
23）オックスフォード版は、「執事」∈’汀ね）0汀占ぐの後に ぐ7エぐ〉 を人れるが、Dはそれを  
読まない。  
24）「蓄財術」ズ♪御αT亡m〟弓r→D．0ヱ〝0リ0ノ〟〝方r  





29）「欠けたぎ」グ）を輸人L」どヱJ占γ打伽化 孟wム焼玉くゎαレ〉→Dにおいてはく桓αレ〉  
を読まない。  




33）「家政術に隠する薫財恥1γ万「♂’0ヱ〟0リ叫エ〟り丁αん ズβ孔〟αT上げT上〟万r→D7寿ぐ∂’  
0ム〝0／〟〟ワr Olノ ズβ〝／Jα7‘JTエ〝〝r  
34）「食指として」く叩占r〉叩0函り→Dでは く叩占r〉 を読まない〔  
44   
????








→Dでは〈云ガαJ巧〉 を読まか、。  
42二「自然木性的に紆存する右‘の」丁ゐり¢l焼エみズ占打UリーナnT（5リ≠占Je‘叩ズ0扉γ日ソ，  
一隻3）「必然的に」αソαγ〝αJuぐ→Dαリαγ〟αエ0リ  
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